
１．背景と目的 

都市における緑地は，水循環により支えられている。2014年，

健全な水循環の回復に向けて「水循環基本法」が制定され多様な

施策が展開されるようになった。健全な水循環とは，「人の活動

及び環境保全に果たす水の機能が適切に保たれた状態での水循環

をいう」1)とされている。また，気候変動に伴う巨大台風の襲来，

局地的な豪雨等，大規模な水災害が多発している。なかでも，人

口4430万人を擁する世界最大の首都圏東京においては，2019年10
月の台風による被害を踏まえて，総合治水への取り組みが本格化

している。 
本研究は，こうした背景に基づき，降雨を受け止める自然環境

を生かした社会的共通資本である「グリーンインフラ」（以下GI
と略して表記する）に着目し，首都圏東京における GI について

現状の特質を明らかにし，水循環の視点から，今後の GI 計画論

に向けた検討を行うことを目的とする。 
GIについては，EUでは「広範なエコシステム・サーヴィスに

資する戦略的に計画された自然的・半自然的ネットワーク」であ

るとされており，米国環境保護局では，「降雨の土壌浸透を促し，

貯留し，洪水等の水管理，水質汚染を防ぐものである」とされて

いる。日本では2015年8月閣議決定の国土形成計画，同年9月

の第 4 次社会資本整備重点計画を踏まえて，2019 年 7 月国土交

通省より「グリーンインフラ推進戦略」が発表された。日本学術

会議は，GIとは「自然環境を生かし，地域固有の歴史・文化，生

物多様性を踏まえ，安全・安心でレジリエントなまちの形成と地

球環境の持続的維持，人々の命の尊厳を守るために，戦略的計画

に基づき構築される社会的共通資本である」2)と定義している。 
本研究は首都圏を対象とし，流域圏の枠組みを導入することに

より，健全な水循環の回復に資する GI 計画論を検討することを

目的とするものであり，既往研究は以下の通りである。 

丹保・丸山等は，水の大循環と水資源及び都市・地域の水代謝

システムに関する研究 3) ，辻本・磯部・沖等は，国土形成計画論

としての大都市圏における流域圏研究 4)，石川等は神田川上流域

を対象として緑地保全施策の歴史的展開による GI 構造と計画論

の研究 5) ，多摩・三浦丘陵については角田 6)が地形の特質の研究

を行っている。水大循環研究は国土計画スケールでの水文学に準

拠している。小流域研究は，都市計画スケールであり，GIマップ

の開発等が行われているが，広域計画には対応していない。本研

究は，これらのスケールの中間に位置するもので，GI研究が十分

には行われていない広域圏プランニングに着目したものである。

首都圏では，1939年に「東京緑地計画」が策定されている。その

後，急速な都市化が進展する中で，1966年に首都圏近郊緑地保全

法が制定され，近郊緑地保全区域が指定された。すなわち，レク

リエーション及び良好な自然環境の保全という観点からの計画は

存在してきたが，水循環の回復を目標とする広域 GI 計画は，い

まだ策定されておらず，本研究の新規性は，この点にある。 
 
２．対象地 

本研究は首都圏レベルでの GI 計画論に資する研究を目的とす

るため，対象地を首都圏整備法に定める近郊整備地帯とした（図

－1）。一級河川流域圏は，利根川，江戸川，中川・綾瀬川，荒川，

多摩川, 鶴見川，相模川があり，これらを構成する小流域は， 
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図－1 対象地 
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1/25000地形図による水系界判読を基本単位とすると883ヵ所と

なった。本論文では，首都圏を対象とする GI 研究の第一歩とし

て里山を水源とし，1960年代以降，急速な市街化が進展したエリ

アの一つである多摩・三浦丘陵のうち鶴見川，三沢川以南を対象

とした。この理由は，相模の国府と武蔵の国府間を繋ぎ，双方を

眺望できる尾根道である，飛鳥・奈良時代の「よこやまの道」が

残っており，北部は多摩ニュータウン開発により，元地形は失わ

れているためである。 
 

３．研究の方法 

 研究のフローは，図－2に示す通りである。 

（１）流域圏分析の導入 

  国土数値情報の「流域界・非集水域データ」（1/25000地形図よ

り水系界を判読したデータ）を使用し，海岸線のデータと組み合

わせることにより，流域圏を区分した。その結果，対象地の流域

圏は多摩川，鶴見川，帷子川，大岡川，滑川水系等，全部で 79
の小流域に区分された（表－1，表－2，図－3，図－4）。 

（２）流域圏面積・市街化区域面積・土地利用・緑被率の分析 

 流域圏毎の面積，市街化区域面積，市街化調整区域面積の割合

について算定を行なった。流域毎の土地利用は，国土交通省作成

（2005年）の緑被分布図に基づいて，樹林地・草地・農地・水面

により分析した。緑被率は，流域圏の面積に占める樹林地・草地・

農地の面積の割合として算出した。以上により，「緑地の量的分析」

を行なった（表－1，表－2）。 
（３）首都圏レベルでの自然立地単位の導入 

土地の自然立地と現況の土地利用を対照させ，立地の有する「質

的特質」を明らかにするために，自然立地単位の設定を行った。

方法論は，井手等の自然立地的土地利用方法論 7)に基づき，地形，

改変状況（盛土・切土・埋立），植生等の重層からなる自然立地単

位図を，1/25000の流域圏区分図に対応する精度として作成した。

地形及び改変状況については，国土地理院の土地条件図

（1/25000）に基づいた。植生については，環境省生物多様性セ

ンター発行の「第6，7回自然環境保全基礎調査植生図」（1/25000）
を参照した。 

（４）土地利用と自然立地単位の相関関係の分析及び緑地保全の

法的担保に基づく，流域圏の特性分析 

現在の土地利用と自然立地単位の相関を分析することにより緑 

地の量と質の双方の特質を踏まえた流域圏の類型化を行い，緑地

保全施策の法的担保状況を重ね合わせることにより，多摩・三浦

丘陵における水循環に関わるGIの特質について分析を行った。 

（５）首都圏レベルからみた多摩・三浦丘陵における水循環 GI

の構造及び計画論の考察 

流域圏の類型化に基づき，雨水浸透量の分析を行ない，多摩・

三浦丘陵における首都圏レベルでの水循環に関わる GI の構造と

計画論の検討を行った。 

図－2 研究のフロー 

 

図－3 流域圏図（鶴見川，三沢川，麻生川等） 

 

図－4 流域圏図（滑川，森戸川，下山川等） 
 

４．分析の結果 

（１）緑地の量に関する分析（緑被率） 
図－5 は，流域圏ごとの市街化区域面積と緑被率の相関関係を

グラフ化したものである。緑被率70%以上の流域圏は，滑川・下

山川・森戸川・三浦半島南部の4ヵ所であり，歴史的風土保存区

域，近郊緑地保全区域が指定されており（図－4），市街化区域面

積は滑川流域では45%，その他は約30%である。その対極をなす

緑被率 20%以下の流域圏は 13 ヵ所であり，市街化区域面積は多

摩川流域を除いては90%を越え京浜工業地帯に集中している。そ

の他の緑被率は20%～70%の間に分布しているが，市街化区域面

積率と緑被率の間には緩やかな負の相関が見られたが（相関係数

= -0.687）緑被地の量を示す指標である緑被率のみでは，流域の

緑地構造の特質を理解することは不十分であることが分かった。 

図－5 緑被率 

582 JJILA 84(5)，2021



 

 

 表－1 多摩・三浦丘陵における小流域の特質（その1） 

面積
(㎢)

河川
延長
(㎞)

人口
(千人)

人口
密度
(人
/ha)

市街化
区域
面積
（㎢）

市街化
区域
面積

（％）

緑被率
（％）

樹林地 草地 農地 水域
流域

全体(万
㎥/h)

1ha毎
(㎥/h
/ha)

1 三沢川 19.0 24.5 110.9 58.4 17.0 89.4 62.6 740.4 201.2 246.7 11.5 39.0 28.6 Ⅲ 221.8 1168.6 小

2 五反田川 15.0 15.7 159.4 106.2 14.9 99.4 38.2 430.0 51.8 91.3 16.0 28.6 14.0 Ⅳ 116.2 774.0 生

3 平瀬川 24.5 11.2 330.8 134.8 24.1 98.0 25.5 366.2 130.4 128.6 18.1 14.9 8.7 Ⅴ 111.8 455.5 生

4 多摩川 9.4 11.8 97.7 103.7 6.4 68.4 30.1 100.9 100.1 82.2 90.6 10.7 0.3 Ⅵ 42.3 448.9

5 多摩川 1.2 1.2 18.6 155.8 0.8 67.7 16.0 2.6 15.9 0.6 14.4 2.2 0.0 Ⅵ 1.1 88.3

6 多摩川 3.1 4.6 27.3 88.7 1.5 48.9 33.3 25.5 69.8 7.2 53.2 8.3 0.0 Ⅵ 8.7 284.2

7 多摩川 12.7 6.6 191.3 150.7 9.9 78.2 17.4 84.3 134.0 3.2 89.3 6.6 0.5 Ⅵ 22.4 176.0

8 多摩川 16.9 8.9 198.5 117.3 12.7 74.8 10.8 86.7 94.9 0.7 284.5 5.1 0.0 Ⅵ 21.5 127.0

9 鶴見川 27.8 21.8 108.1 38.8 18.4 66.0 70.9 1361.0 166.7 445.0 17.1 48.9 43.7 Ⅱ 401.5 1442.3 小

10 真光寺川 4.7 3.5 32.6 68.9 4.7 99.1 53.4 172.9 30.1 49.7 2.2 36.5 17.4 Ⅳ 49.7 1050.2

11 麻生川 10.5 6.8 81.9 78.1 9.1 87.1 51.5 348.8 80.3 111.5 6.2 33.2 18.8 Ⅳ 103.2 983.2

12 麻生川 0.2 0.6 1.5 77.4 0.2 100.0 44.8 5.6 0.9 2.4 0.5 28.2 17.7 Ⅳ 1.8 903.1 早

13 黒須田川 3.0 3.8 23.2 77.3 2.0 65.4 51.6 118.8 18.6 17.4 3.3 39.6 19.0 Ⅳ 30.5 1017.2 早

14 鶴見川 11.4 14.3 64.6 56.8 7.0 61.6 56.3 440.5 57.3 142.3 11.6 38.8 23.3 Ⅲ 129.6 1141.1 早

15 鶴見川 10.1 7.5 84.2 83.6 6.9 68.2 33.9 140.5 38.5 163.0 11.8 13.9 6.8 Ⅴ 67.1 665.6

16 恩田川 47.1 33.1 378.6 80.4 35.4 75.1 40.4 1229.9 168.5 505.1 35.1 26.1 18.2 Ⅳ 385.3 818.1 早

17 早渕川 10.1 3.8 102.4 101.0 7.0 68.9 32.6 140.9 75.5 114.3 7.6 13.9 11.9 Ⅳ 57.5 567.0 都

18 早渕川 18.4 9.4 179.2 97.4 15.6 84.6 33.9 317.1 124.9 182.0 11.6 17.2 8.7 Ⅴ 112.3 610.3

19 鶴見川 9.3 10.5 76.4 82.2 7.4 79.6 34.3 133.5 81.9 102.9 21.9 14.4 8.5 Ⅴ 53.6 576.7 都

20 鶴見川 1.8 1.5 7.5 41.6 0.6 34.0 41.4 30.8 23.6 20.0 3.7 17.1 8.7 Ⅴ 11.7 648.1 都

21 江川 4.7 5.4 20.4 43.8 2.4 52.2 42.4 80.2 31.4 86.2 1.2 17.2 15.3 Ⅳ 37.0 794.4 都

22 大熊川 4.1 3.9 23.8 57.9 1.5 35.9 54.1 60.7 26.2 135.1 2.1 14.8 15.5 Ⅳ 43.1 1049.8 都

23 鶴見川 9.0 5.4 93.4 103.8 6.6 73.3 29.7 123.3 56.9 86.7 13.1 13.7 8.8 Ⅴ 47.3 525.3 都

24 鳥山川 11.1 9.6 78.6 70.6 6.2 55.6 46.4 196.9 78.3 242.0 6.8 17.7 26.4 Ⅲ 97.5 874.4 都

25 矢上川 14.5 9.6 228.5 157.1 13.9 95.4 20.7 144.8 51.0 105.7 11.0 10.0 6.9 Ⅴ 56.0 385.0

26 有馬川 5.2 5.3 61.3 118.6 4.8 92.0 33.9 68.3 26.0 81.1 2.1 13.2 8.4 Ⅴ 33.2 641.9

27 矢上川 9.5 4.8 136.0 143.0 9.4 99.2 24.0 116.2 40.3 71.9 3.2 12.2 6.5 Ⅴ 42.1 443.1

28 鶴見川 9.4 2.7 121.3 129.1 8.5 90.6 21.2 116.2 36.2 46.2 24.4 12.4 9.0 Ⅴ 36.5 389.0

29 鶴見川 18.1 9.6 249.5 137.7 16.7 92.4 10.3 114.4 61.0 11.5 128.3 6.3 2.3 Ⅵ 29.2 161.3

30 川崎市沿岸 23.6 0.0 131.1 55.6 22.1 93.7 5.3 86.6 34.9 0.3 40.3 3.7 0.0 Ⅵ 20.1 86.7

31 入江川 16.5 14.6 186.6 113.2 16.3 99.0 14.1 153.3 55.8 23.0 63.4 9.3 7.2 Ⅴ 40.2 244.7

32 大岡川 3.7 3.6 28.9 77.7 3.6 96.5 10.9 17.8 18.5 0.0 16.3 4.8 2.7 Ⅵ 4.4 131.2

33 横浜市本牧 16.5 0.1 98.2 59.4 16.4 99.2 15.7 177.9 74.4 0.2 13.1 10.8 6.6 Ⅴ 41.2 256.0

34 帷子川 14.8 15.6 78.7 53.1 6.5 43.6 54.5 488.5 90.2 227.8 11.2 33.0 34.0 Ⅲ 159.4 1076.7 川/三

35 帷子川 9.3 8.2 88.9 95.9 7.9 85.2 27.7 156.9 53.9 45.8 5.8 16.9 17.7 Ⅳ 45.9 495.1 大

36 帷子川 20.9 26.7 188.1 89.9 15.1 71.9 38.2 454.7 155.7 188.8 16.0 21.7 24.2 Ⅲ 145.0 692.6 三

37 今井川 7.8 4.8 73.7 94.3 5.5 70.2 37.4 181.8 92.7 17.9 5.2 23.3 23.1 Ⅲ 46.2 591.7 大

38 滝の川 9.0 8.7 110.1 122.4 8.1 90.5 24.8 128.1 55.4 39.2 2.9 14.2 10.7 Ⅳ 38.1 423.4

39 帷子川 5.5 6.8 87.0 159.1 5.5 100.0 8.5 32.1 14.5 0.0 13.1 5.9 6.8 Ⅴ 7.4 136.1

40 境川 68.4 31.0 624.5 91.3 62.1 90.9 27.1 993.8 277.1 584.6 33.0 14.5 6.2 Ⅴ 352.4 515.4

41 大門川 2.3 4.0 10.9 47.5 1.1 49.0 55.6 29.1 12.2 86.2 1.4 12.7 9.8 Ⅴ 25.3 1100.9 川

42 相沢川 3.7 6.3 28.7 78.2 2.6 69.8 37.5 46.6 23.0 68.3 4.3 12.7 6.4 Ⅴ 25.5 694.8 川

43 境川 3.0 3.2 26.6 88.5 2.4 79.9 29.5 39.2 5.6 43.8 4.1 13.0 7.1 Ⅴ 18.2 606.7

44 境川 10.9 7.3 65.9 60.6 5.6 51.3 42.7 143.0 29.5 291.7 11.0 13.2 6.5 Ⅴ 95.1 874.9 上/下

45 和泉川 11.8 10.9 75.2 64.0 5.8 49.6 46.1 214.0 42.6 285.2 11.1 18.2 12.5 Ⅳ 109.8 933.5 上/下

46 境川 1.5 2.1 4.3 28.4 0.3 20.1 62.5 35.4 8.6 51.0 4.4 23.3 13.2 Ⅳ 19.0 1251.1 下

47 境川 12.6 11.1 82.4 65.5 7.8 61.7 45.3 217.2 77.7 275.4 11.6 17.3 13.2 Ⅳ 109.1 867.2 下

48 境川 4.7 4.2 42.2 89.2 4.6 98.2 20.3 74.3 18.6 3.2 21.9 15.7 5.0 Ⅵ 17.6 371.9

49 阿久和川 13.9 11.3 102.3 73.4 9.1 65.4 40.1 303.0 146.6 109.0 15.9 21.7 16.0 Ⅳ 93.9 674.1 大

50 平戸永谷川 15.6 16.9 158.0 101.1 12.7 81.2 33.3 278.2 170.9 71.4 12.4 17.8 12.9 Ⅳ 80.9 517.8 大/舞

51 宇田川 12.0 9.6 93.7 77.8 7.3 60.3 40.0 167.6 100.4 213.7 7.9 13.9 19.4 Ⅳ 85.4 709.2 下

52 柏尾川 18.9 10.7 135.3 71.5 13.1 69.1 40.5 422.4 188.8 155.4 17.3 22.3 24.0 Ⅲ 131.3 693.9 下/舞

53 柏尾川 0.8 1.3 8.3 104.7 0.6 77.7 29.9 12.8 6.5 4.3 2.9 16.2 13.7 Ⅳ 3.9 495.2 下

54 柏尾川 17.6 11.5 100.5 57.0 14.9 84.5 47.2 625.4 157.6 50.6 23.5 35.4 29.5 Ⅲ 153.2 868.1 鎌

55 鼬川 15.4 18.2 105.2 68.2 11.4 73.9 44.5 466.2 156.5 63.4 11.5 30.2 21.5 Ⅲ 120.6 781.7 円

56 砂押川 3.6 4.4 16.3 45.2 1.8 51.0 62.9 160.1 57.4 9.4 3.4 44.3 33.9 Ⅲ 38.8 1075.6 鎌

57 大岡川 2.8 2.4 46.6 167.4 2.8 100.0 12.2 24.3 9.5 0.2 6.8 8.7 6.7 Ⅴ 5.6 203.0

58 堀川 3.2 3.1 57.6 179.7 3.2 100.0 11.4 29.6 6.9 0.1 6.9 9.2 5.3 Ⅴ 6.7 210.6

59 横浜市南部 24.4 12.6 167.1 68.5 23.7 97.2 22.8 378.3 161.5 13.9 17.7 15.5 7.7 Ⅴ 90.5 372.8 富

60 中村川 0.3 0.8 7.4 224.3 0.3 100.0 1.7 0.5 0.1 0.0 1.8 1.5 0.0 Ⅵ 0.1 34.4

61 大岡川 11.1 4.6 161.9 146.1 11.0 99.7 18.0 134.3 58.9 6.5 7.9 12.1 11.1 Ⅳ 32.5 293.4

62 堀割川 4.6 2.4 55.4 119.2 4.6 99.8 26.0 81.5 37.7 1.5 7.7 17.5 17.0 Ⅳ 19.2 414.0

63 日野川 8.0 5.2 80.2 100.7 7.9 99.3 27.3 123.4 77.1 17.4 3.9 15.5 6.0 Ⅴ 32.8 412.1

64 大岡川 8.9 8.7 63.8 71.7 5.6 63.4 49.1 305.3 106.4 25.3 6.0 34.3 29.5 Ⅲ 75.6 849.2 円

65 宮川 6.6 7.0 49.7 75.6 5.2 78.9 39.2 197.8 47.9 11.8 5.8 30.1 22.1 Ⅲ 47.5 722.9 円

66 侍従川 5.9 6.5 44.5 76.0 4.1 69.6 41.1 201.4 32.7 6.8 8.3 34.4 27.0 Ⅲ 46.9 800.2 円

67 鷹取川 3.2 0.9 27.0 83.5 3.2 100.0 39.8 101.9 26.1 0.9 2.1 31.5 24.1 Ⅲ 23.4 722.7

68 神戸川 3.2 3.2 18.0 56.4 3.0 95.1 44.2 111.4 24.3 5.3 1.9 34.9 29.5 Ⅲ 26.4 827.2 鎌

No 類型

雨水浸透能

流域名

現況 土地利用（ha）

樹林地
（％）

谷戸
ユニッ

ト
（％）

水循環
GIコア
エリア
名
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（２）土地の自然的条件及び改変状況の分析（自然立地単位） 

緑地の有する質的特質を分析する方法として，本研究では土地

の支える潜在的自然条件を，気象・地形・地質・土壌・植生等の

自然的諸要因の複合的まとまりを持つものとして捉える「自然立

地単位」の導入を行った。自然立地単位は対象とする空間のスケ

ールにより分析の精度が異なる。小流域圏スケールの情報を広域

圏に反映させるためには，少なくとも1/25000の精度が必要であ

るが，首都圏において，このスケールでの図面は開発されていな

い。そこで，本研究では，地形に関しては土地条件図に基づき，

多摩・三浦丘陵に出現する山地斜面・山麓堆積地形・更新世段丘・

完新世段丘・切土地・盛土地・自然堤防・凹地・河川・水面・砂

州・砂丘等の地形区分を導入した。次に環境省発行の植生図

（1/25000）を参照し重ね合わせを行った。しかしながら，現存

植生は現在の土地利用を反映した小規模の群落が多数分布するた

め，立地の潜在的特徴を首都圏スケールで表すことは困難であっ

た。このため，当該区域における現存植生から潜在自然植生を導

く学術調査を踏まえ「地形－潜在自然植生」類型 7),9)に基づき，自

然立地単位(A～I)の作成を行った（表－3，図－7，図－8）。 
自然立地単位 A：山地斜面・山麓堆積地形と潜在自然植生 a（ヤ

ブコウジ－スダジイ群集，イノデ－タブ群集，シラカシ群集，

イロハモミジ－ケヤキ群集）から構成される。ヤブコウジ－ス

ダジイ群集は尾根部や乾燥した土壌の浅い斜面に，イノデ－タ

ブ群集は土壌の厚い水分条件に恵まれた地域に，シラカシ群集

は表土が関東ロームで厚く被覆された地域に，イロハモミジ－

ケヤキ群集はやや湿潤な斜面地に出現する。自然立地単位Aの

典型的事例としては，川崎市東高根森林公園のシラカシ林（県

指定天然記念物），鎌倉市歴史的風土特別保存地区の樹林地等が

ある。 
自然立地単位B：谷底平野・氾濫平野（上流域B-1，中・下流域

B-2）と潜在自然植生 b(ヨシ－ハンノキ群落)から構成される。

B-1 は谷戸上流の狭小なエリアであり水田耕作の放棄・荒廃化

が進んでおり，持続的維持が課題となっている。 
自然立地単位 C：更新世・完新世段丘と潜在自然植生 c（ヤブコ

ウジ－スダジイ群集，シラカシ群集）から構成される。当該区

域では下末吉台地に位置するが都市化が進み改変されている。 
自然立地単位D:切土地と潜在自然植生d（表土が攪乱された地域

におけるヤブコウジ－スダジイ群集，イノデ－タブ群集，シラ

カシ群集）から構成される。 
自然立地単位 E：盛土地と潜在自然植生 e（表土が攪乱された地

域におけるヤブコウジ－スダジイ群集，イノデ－タブ群集，シ 
ラカシ群集）から構成される。 

表－3 自然立地単位 

a b c d e f g h

山地斜面

山麓堆積地形
A

B-1(上流域)

B-2(中・下流域)

更新世段丘

完新世段丘
C

切土地 D
盛土地 E
自然堤防 F

凹地・浅い谷 G
河川・水面 H

砂州・砂堆・砂丘 I

谷底平野

氾濫平野

潜在自然

植生地形

 

 
自然立地単位F：自然堤防と潜在自然植生 f（シラカシ群集，イノ 
デ－タブ群集）から構成される。 

自然立地単位G：凹地と潜在自然植生b（ヨシ－ハンノキ群落） 
から構成される。 

自然立地単位H：開放水域。 
自然立地単位 I : 砂州・砂丘と潜在自然植生g（マサキ－トベラ群 
集，ハマグルマ－コウボウムギ群集）から構成される。 

（３）水循環の視点に基づく流域圏の特性分析 

 流域圏の水循環の視点からの質的特性を明らかにするために，

第一に土地利用と自然立地単位の相関分析を行なった。本研究で

は自然立地単位A，B-1 を当該地域における地形の改変が行われ

ていない，まとまりのある原地形，すなわち「谷戸ユニット」と

して捉えた。当該地域で古くから使われている用語である谷戸と

は，丘陵地や台地が雨水により開析された地形であり，水源林・

崖線の樹林地・湧水・湿地・溜池・水路・水田等により構成され

る。谷戸ユニットは雨水の浸透・貯留に大きな役割を有すること

から，雨水涵養の要となる樹林地率との相関分析を行なった（図

－6）。樹林地の法的担保状況（近郊緑地保全区域・公園緑地・特

別緑地保全地区・歴史的風土保存区域等）の分析を行い，流域圏

の雨水涵養に関する社会的持続性の検討を行った。各流域圏の雨

水浸透能を土地被覆に基づき算出し，雨水の貯留・涵養機能のポ

テンシャルの分析を行い，水循環の視点に基づく流域圏の特性を

明らかにした。土地被覆に基づく雨水浸透能は，実測値及び各種

論文からの引用に基づき 10)，樹林地222mm/h，草地22mm/h，
農地215mm/h，水域0mm/h，非緑被地0mm/hとして算出した

（表－1，表－2）。 

表－2 多摩・三浦丘陵における小流域の特質（その2） 

流域が位置する地域 8)  No.1-8：多摩川流域  No.9-29：鶴見川流域  No.30-64：横浜市周辺流域  No.65-79：三浦半島 

水循環GIコア 

エリア名凡例8) 
（面積[ha]） 

生：生田緑地・緑ヶ丘霊園(350)   三：三保・新治(1500)           大：大池・今井・名瀬(1200)     舞：舞岡・野庭(600)  鎌：鎌倉(1800) 
小：小山田・黒川(1600)       都：都田・鴨居東本郷・菅田羽沢周辺(1500) 上：上飯田・和泉・中田周辺(1200)  富：富岡・小柴(200)  逗：逗子・葉山(1700) 
早：早野・岡上・こどもの国(1700)   川：川井・矢指・上瀬谷(1200)       下：下和泉・東俣野・深谷周辺(1400) 円：円海山周辺(1800) 衣：衣笠・大楠山(2400) 

面積
(㎢)

河川
延長
(㎞)

人口
(千人)

人口
密度
(人
/ha)

市街化
区域
面積
（㎢）

市街化
区域
面積
（％）

緑被率
（％）

樹林地 草地 農地 水域
流域

全体(万
㎥/h)

1ha毎
(㎥/h
/ha)

69 鎌倉市南部 4.3 0.7 18.4 42.5 2.9 66.0 54.4 184.4 44.8 2.1 1.2 42.5 33.0 Ⅲ 42.4 996.4 鎌

70 滑川 11.3 10.2 34.4 30.4 5.0 44.6 70.8 704.7 88.8 8.3 9.3 62.2 49.0 Ⅱ 160.2 1414.6 鎌

71 逗子市小坪 1.9 0.0 8.4 43.1 1.5 77.3 55.0 84.6 21.3 0.4 0.2 43.5 27.2 Ⅲ 19.3 999.0 鎌

72 田越川 13.7 10.5 50.2 36.7 6.9 50.6 66.8 814.0 89.9 8.9 10.7 59.6 49.6 Ⅱ 184.6 1350.8 逗

73 森戸川 7.7 10.8 16.4 21.5 2.5 32.2 80.6 580.3 28.6 7.9 6.8 75.8 70.3 Ⅰ 131.2 1713.9 逗

74 下山川 10.5 15.4 12.2 11.7 2.5 23.5 84.4 730.8 97.4 54.3 7.9 69.9 75.2 Ⅰ 176.1 1684.4 逗

75 横須賀市東部 29.8 0.0 133.6 44.9 25.3 85.0 41.2 998.5 177.8 31.7 9.1 33.5 31.2 Ⅲ 232.4 793.0 逗

76 三浦半島南部 71.5 58.5 131.6 18.4 22.0 30.8 71.3 2585.6 584.7 1886.5 35.0 36.2 50.5 Ⅱ 992.5 1399.9 衣

77 葉山町堀内 0.5 0.0 1.5 30.0 0.3 53.6 60.4 27.0 1.8 0.1 0.0 53.0 42.9 Ⅱ 6.1 1268.9 逗

78 葉山町一色 0.5 0.0 1.8 36.4 0.5 92.3 57.5 25.8 2.3 0.0 0.0 52.6 50.2 Ⅱ 5.8 1187.0 逗

79 平作川 26.2 18.3 158.0 60.3 21.0 80.0 45.1 929.1 203.0 49.1 24.2 35.4 37.8 Ⅲ 221.3 844.3 衣

No 類型

雨水浸透能

流域名

現況 土地利用（ha）

樹林地
（％）

谷戸
ユニッ
ト

（％）

水循環
GIコア
エリア
名
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 図－6 流域圏における谷戸ユニットの割合と樹林地率 

 

この結果，谷戸ユニット率と樹林地率には相関が見られ（相関

係数=0.936），対象地域の流域圏は，谷戸ユニット率により，次

の6つの類型に分けられた。 

Ⅰ：谷戸ユニット70%以上，平均樹林地率72.9%の流域圏：地形

の改変がほとんど行われておらず，健全な水循環が維持されてい

る流域圏。森戸川，下山川。平均雨水浸透能 1699m3/h/ha(図－

7)。 
Ⅱ：谷戸ユニット 40%以上 70%未満，平均樹林地率 52.1%の流

域圏：地形の改変が行われているが緑地保全施策の導入により，

まとまった緑地が保全されている流域圏。鶴見川源流域，滑川，

田越川，三浦半島南部，葉山町堀内，葉山町一色。平均雨水浸透

能1344 m3/h/ha (図－7)。 
Ⅲ：谷戸ユニット 20%以上 40%未満，樹林地率 32.9%の流域圏

（19 ヵ所）:古くからの居住地であり地形の改変は行われている

が，植林，緑化により樹林地が維持されてきた流域圏及び，三浦

半島で古くから漁村・港湾都市として発達してきた地域。三沢川，

鶴見川，鳥山川，帷子川，柏尾川，大岡川，宮川，侍従川，鷹取

川，神戸川，横須賀市東部，平作川。平均雨水浸透能869 m3/h/ha 
(図－7，図－8)。 
Ⅳ：谷戸ユニット 10%以上 20%未満，平均樹林地率 21.4%の流

域圏(20ヵ所): 1960年代からの急速な都市化により，郊外住宅地

として開発された地域。河川の中流域に相当するため，かつての

谷戸を構成する崖線の樹林地が特別緑地保全地区などにより保全

されている地域。五反田川，真光寺川，麻生川，黒須田川，恩田

川，早淵川，和泉川等。平均雨水浸透能752 m3/h/ha (図－8)。 
Ⅴ：谷戸ユニット5%以上10%未満，平均樹林地率12.7%の流域

圏（22ヵ所）：比較的緩やかな起伏の丘陵地であるため，古くか

ら都市化が進展した地域。平瀬川，矢上川，有馬川，鶴見川中流

域，横浜市南部等。平均雨水浸透能499 m3/h/ha (図－8)。 
Ⅵ ：谷戸ユニット5%未満，平均樹林地率 6.5%の流域圏（10ヵ

所）：古くから開発された京浜工業地帯，及び多摩川沖積平野。樹

林地は緑化された公園，街路樹および自然堤防上の立地にみられ

る。平均雨水浸透能191 m3/h/ha。 

図－7 自然立地単位と流域類型図（滑川，森戸川，下山川等） 

 
図－8 自然立地単位と流域類型図（鶴見川，三沢川，麻生川等） 

 

図－9 大規模な水循環GIコアエリア（早野・岡上・三輪・寺家・鶴見川） 

 
図－10 多摩・三浦丘陵水循環GIコアエリア，GIコリダー構造図 
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５．流域圏特性を踏まえた水循環GI計画論に関する考察 

（１）広域GI計画論の系譜 

広域GI計画の嚆矢は「東京緑地計画」（1939年）であり,「景

園地」「行楽道路」が提案された。これは自然公園や景勝地を活か

した観光が，計画の重要な柱であったことに起因する。府知事の

諮問機関として「東京府観光保勝委員会」（1935年）が併設され,
東京緑地計画対象区域外の検討も行われ 11),12) ，後の自然公園指

定へと繋がった。第二は「首都圏整備法」（1956年）に基づく「近

郊地帯」であり，都市の拡大を防ぐグリーンベルトの導入が計画

の理念であった。急速な都市化の中で実現されることはなく「首

都圏近郊緑地保全法」に基づく近郊緑地保全区域として今日に至

る 13)。第三は「首都圏の都市環境インフラのグランドデザイン」

（2004年）であり，良好な自然環境のエリアを抽出したものであ

る 14)。保全に向けた具体的施策は展開されることなく今日に至る。 
現在 GI に求められているものは気候変動に伴う環境の変化に

対して持続的発展を担保する計画論の構築にある。本研究では，

この課題に対し立地の有する潜在力を「地形－潜在植生」で現す

自然立地単位を計画ユニットとして導入し，健全な水循環の回復

に焦点を合わせ，新たな計画論の構築を行った。 
（２）健全な水循環の回復 

健全な水循環の回復に向けては，洪水災害への対応，平常時に

おける水環境の維持，生物多様性の維持，防災，人と水の触れ合

いの場の形成等が求められている。本研究では，このうち洪水災

害及び平常時の水循環の回復に資する計画論の構築に焦点をあて，

流域圏の特性分析を行った。当該地域では，自然立地単位A及び

B-1 より構成される谷戸が伝統的に雨水の浸透・貯留に対して持

続可能なシステムを提供してきたことから「谷戸ユニット」を導

入し，雨水浸透に大きな役割を有している樹林地率との相関を分

析した。この結果，極めて高い相関が得られたため，谷戸ユニッ

ト率を指標とし，流域圏の類型化を行った(表－1,2，図－7,8）。 
（３）流域ごとの雨水浸透能の分析 

土地被覆ごとの雨水浸透能に基づき，流域の有する雨水浸透能

の算出を行った結果（表－1,2，図－11），数値は類型毎に大きく

異なることが明らかとなった。この分析から，立地の有する水循

環のポテンシャルを定量的に把握することができ，緑地保全施策，

重要度等の施策展開に向けた新たな根拠とすることが可能となる。 

（４）首都圏レベルでの水循環に資するGI構造の抽出 

 自然立地単位に基づく谷戸ユニットと多様な緑地保全施策の適

用区域を重ね合わせることにより，水循環保全の拠点となる大規

模な緑地（コア）が存在するエリアが明らかとなった（表－1,2，
図－8，9）。コアの概念は，既に小流域研究での蓄積があるが 15),16),

本研究は首都圏レベルを対象とするため,300～2400ha に及ぶ大

規模緑地を水循環GIコアエリアとして位置づけた（図－9，10）。
河川沿いの氾濫平野は，雨水の貯留機能の観点から極めて重要で

あるため水循環 GI コリダーとして位置づけた。図－9 は，この

内川崎市の早野・岡上，横浜市の寺家・恩田，町田市の三輪，鶴

見川沿いの農用地区域を示したものである。首都圏レベルでの施

策の位置付けは行われておらず，分断・開発の危機に瀕している。 

（５）小流域の特性に基づく流域圏マネジメントの導入 

健全な水循環の回復のためには本研究において明らかにした方

法論に基づき流域圏マネジメントを導入することが可能となる。

一例を挙げれば，類型Ⅳ（図－8）は急速な都市化により郊外住

宅地が形成された流域圏であり，残存する斜面林を保全するだけ

ではなく公園緑地・グラウンド・駐車場等を活用し人工的な水循

環システムを構築し，雨水浸透能を高めていくことが可能となる。 

 

６．まとめ 

  本研究では気候変動に伴う激甚な水災害の多発等の背景を受け，

多摩・三浦丘陵を事例とし，水循環の視点から GI の特質を分析

しGI計画論の検討を行った。結果，以下の点が明らかになった。

第一は，流域圏の枠組みを1/25000の区分図で作成した結果，対

象地は 79 ヵ所の流域圏により構成された。立地の有する水循環

に関わる潜在力を分析するために，「地形―潜在植生」型の自然立

地単位の導入を行い6つの類型に分類することができた。雨水浸

透能は類型ごとに大きく異なっており，特性に応じて雨水浸透と

連動する施策を創りだす必要があることが分かった。第二は，こ

れを踏まえて首都圏レベルでの水循環を支える水循環 GI コアエ

リアとコリダーを抽出することができた。首都圏レベルでの保全

施策が導入されていない水循環 GI コアエリアは，複数の自治体

の境界にまたがっているという特質があり(図－9) ，水循環の視

点から，明確な位置付けと戦略計画の展開が必要であることが分

かった。第三に，首都圏における GI 計画論は，主として観光保

勝，都市拡大の制御，良好な自然環境の保全を目標とするもので

あった。水循環の保全と回復の視点からの GI 計画論は，これま

で考案されておらず，本研究の意義は，この点にあると考える。 
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